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Vos & Soens、2008）、モチベーション（Segers, 























































　測定尺度は、Shipp, Edwards, & Lambert




（2009）の TFS（Temporal focus scale）を日本
語に翻訳した武石・林（2013）を用いた。TFS は、
ZTPI（Zimbardo & Boyd、1999）とTOS （Holman 




































































































私にとって最も重要なことは、自分自身でキャリアを選択していくことである 0.690 0.256 0.541
私のキャリアを決めているのは自分だ 0.663 0.311 0.536
全般的にいって、私は自立したキャリアを歩んでいる 0.609 0.185 0.405
結局のところ、キャリアアップできるかどうかは、自分自身にかかっている 0.609 0.074 0.377
私のキャリアは、いつも自分がコントロールしている 0.607 0.309 0.464
キャリア上の成功や失敗の責任を負うのは自分だ 0.576 0.028 0.332
勤め先から成長するチャンスが与えられないとしても、自分でそれを見つけるようにしてきた 0.547 0.084 0.306
新しい仕事を見つけなければならない時は、他の人に頼るのではなく、自分の力で対処する 0.524 0.228 0.327
重要なことは、自分が正しいと考えるキャリアであって、会社とは関係ない -0.003 0.760 0.413
一番大切なことは、他の人の考えではなく、自分の考えるキャリアの成功である 0.239 0.569 0.330
会社や組織の都合に反してでも、自分の中での優先順位を大切にしてキャリアを切り拓く 0.243 0.562 0.438
会社から自分の価値観に反することを行うように求められても、私は自分の良心に従うだろう 0.157 0.548 0.498
過去を振り返ると、会社から意にそぐわないことを頼まれたとき、私は基本的に自分の価値観
にしたがってきた 0.106 0.501 0.598





自分の勤め先以外の人と働くことはわくわくする 0.854 -0.062 0.733
いろいろな会社の人と交流することは楽しい 0.841 0.005 0.708
自分の部署にとどまらず他部署との交流や調整を求められるような仕事は楽しく思う 0.765 0.048 0.587
社内外のいろいろな組織出身の人たちとプロジェクトに取り組んだりすることは楽しい 0.730 0.045 0.536
私は、新しく経験することやこれまで体験したことのない状況に直面するとわくわくする 0.679 0.017 0.462
振り返って考えてみると、社外との交流が求められるような仕事を希望してきた 0.596 -0.055 0.358
何か新しいことを習得できるような仕事を求める 0.508 -0.063 0.262
勤め先の会社から少し離れて働くことは楽しい 0.477 -0.196 0.266
もし今の会社が終身雇用を保証してくれるなら、他の会社に移ることは絶対にない（逆転） -0.046 0.868 0.756
理想のキャリアがあるとすれば、それは一つの勤め先で働き続けることだ（逆転） -0.065 0.759 0.580
他の勤め先を探すよりも、なじみのある会社に所属している方がよいと思う（逆転） -0.024 0.712 0.508
ひとつの勤め先にずっと働き続けられるという見込みが欲しい（逆転） 0.050 0.657 0.434
































































































































** p<.01, *** p<.001 
 
Ｎ ＳＤ ① ② ③ ④
①自己指向 3853 4.54 (4.53) 0.703 -
②価値優先 3851 4.07 (4.22) 0.724 .426 *** -
③バウンダリーレス思考 3851 4.51 (4.45) 0.768 .442 *** .234 *** -
④移動への選好 3851 3.70 (3.95) 0.988 -.033 ** .107 *** .084 *** -
平均 標準偏差
　
** p<.01, *** p<.001
注：平均の（　）内の数値は、2011年調査のデータである。
表 3　自律的なキャリア意識に関する 4尺度とその他のキャリア意識との相関係数
** p<.01, *** p<.001






























































































































































































新卒採用 3089 40.6 18.7 16.2 24.5
中途採用 383 38.4 14.1 21.9 25.6
役職
一般社員 2071 41.1 19.4 17.2 22.3
主任 385 40.3 15.6 16.6 27.5
作業所長 494 43.9 11.7 14.8 29.6
課長 577 35.4 17.3 17.2 30.2
部長 180 36.1 25.0 19.4 19.4
昇進の速さ（本人判断）
はやい 62 29.0 27.4 24.2 19.4
ややはやい 402 31.6 23.6 21.9 22.9
平均的 1833 43.4 18.5 15.9 22.2
ややおそい 632 43.4 12.3 17.7 26.6
おそい 497 37.4 15.5 14.9 32.2
































計 3851 40.4 17.8 17.0 24.8
性別
　男性 3425 41.3 18.0 16.8 24.0
　女性 426 33.1 16.0 19.2 31.7
年齢層
24歳以下 241 35.7 32.0 17.8 14.5
25-29歳 559 42.9 25.6 15.0 16.5
30-34歳 256 41.0 21.9 18.8 18.4
35-39歳 257 47.1 15.6 13.2 24.1
40-44歳 621 41.5 15.6 17.6 25.3
45-49歳 474 37.1 13.5 17.9 31.4
50-54歳 497 38.0 14.3 17.7 30.0
55-59歳 509 38.5 12.0 16.3 33.2
学歴
大学院（博士・修士） 477 42.2 24.6 16.7 16.5
大学（学部） 2399 40.6 18.5 16.6 24.3
高専・短大 256 40.2 16.8 16.4 26.6
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